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1.序

エアロゾル粒子による偏兜解鰐皮:Dp　の有効健を蒋蒋する報告は有るが､その却定は火山､費砂現

象､宴などの此牧的短い時間スケールで､しかも､散乱体の同定がたやすいものに限られている｡また､

この場合､散乱比:S　が十分大きいため､観潮される全偏光解滑度:D　をそのまま　Dp-D　とす

ることができるc Lかし､比較的平寵な時期におけるエアロゾル層の生成､押減等を静ずる場合､ S～

1　であるために､ D　より　Dp　を分離する必要があるC

こうした　Dp　について平均的な高度プロファイルや季節的な特徴について述べるが､成層圏エア

ロゾルの成因を考える上で､有効なアプローチかもしれない｡

●＼

2. Dpの分離

S:散乱比､ Dm:空気分子による偏光解消度､とすると､ S､ D､ Dp､ Dmについて

Dp　-
DS(1十Dm)-Dm(l十D)

S(l+D払)一日十D) r u r L c b16

の関係が導かれる0　4っのパラメータのうち､ S　と　D　は観測によって得られ､ DEB　を　表.1　の
/ ヽ

ように仮定することにより､ Dp　をもとめる七とができる｡

図1､図2は､日)式の関係を園に示したものであり､囲ユより　D-Dp　が成り立つのは､およそ

S>3_　の範囲であることがわかる｡また､実際の観胡億　S､ D

になり､-Dp　一定のもとで､かつ､散乱比:S　が変化すれば､ D　は

することがわかる｡

3.観潮落果

1985年9月から1986年4月までの観測によって得られた､ Dp

に示したものが図3である｡ (i)式に従い　Dp　を求めると､ Photon

は図2上にプロッrきれること

S⇒･1　で　Dm　の億に収束

の値の額度の都合を､高度別

Count　に伴なう統計誤差によっ

て､高度1 0km付近において　30-50%ほどの誤差を含んでいる

特徴的なこととしては､高度が増すにつれて､ Dp　の億の小さなものの都合が序々に増えていき､高

度1 5km-2Okfli付近において帝も割合が大きくなっていることがあげられる｡　また､高度21-22

km付近には､ネ′ヾドデルルイツ火山の影響と患われるピークが現われている8

季節的な特徴としては､春期にお1ナる対龍野や､低気圧が近付いている時の雷界面付近における　Dp

の増大などが見られ､対龍野から成層圏への物質の流入などと関係があることも考えられる｡

この観潮期間における　S　の億は､およそ　1. 5-2. 5の程度であり､これらの特徴は　D　で

見た時よりも､顕著に表われている｡
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